(23.5.17)

７月号からの「府政だより」について
■発行日
	府政だよりの発行日は、発行月の「1日」とする


【発行日の検証】

○　府民からの意見（ハガキ、電話、メール等）は1日発行を望む声が多い

＜１日を望む理由＞　・今まで1日だったため

・市の広報は1日発行のため（府内36市町村が1日発行）

○　関電ＣＳフォーラムの結果において、１日発行を望む答えが最多
	ゆっくりと読むことができるため発行月の第一日曜日が適当
	21.4%

	発行日が覚えやすい発行月の１日が適当
	39.8%

	どちらでも良い
	38.8%


【参考　発行日の経過】
平成元年～　　　　　　1日
平成21年10月号～　　第1日曜日
　　理由）平日より日曜日のほうが、読む時間のある人の割合が高いと考えたため。
■特集面（紙面構成）
	訴求ポイントを記憶に留めてもらえるよう、印象的なキャッチやイラスト等を重視した紙面づくりを行う


○　関電ＣＳフォーラムでは、より視覚的に分かりやすい紙面を望む答えが最多

	現在よりも重要ポイントにしぼり、グラフやイラストを使用することで、より視覚的に分かりやすい紙面
	46.4%

	現在よりも文章量を増やし背景やデータ、事例などを掲載することで、より理解や納得が得られる紙面
	15.6%

	現在のままでよい
	38.0%


■１面のデザイン
	・格子柄は廃止（紙面を有効に活用するため）

・府政だよりだと分かる目立つロゴを定位置に配置

・ミュージアムクイズやメルマガプレゼントは案内のみとする


■情報ＢＯＸ
	・項目数を確保することについては、写真等の使用を控えることで対応する。

・ホームページへの誘導を意識しながらも、紙面のみで項目の概要が分かるものとする


■ホームページへの誘導
	・ホームページでの閲覧が容易になるような工夫を行う
　（例　検索ワードをできる限り表記する）


